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編 集 後 記

前号 ニハ 葬式 ノ事 ヲ書 イタノデ 今回ハ 結 婚二就テ書イテ ミル.林 蘇教授 ノ 「人生2回 結婚説」 ノ向

ウヲ張ル ワケデハナイガ 新説(?)ヲ 発表 シテ ミヨウ.人 間ノ寿命バ ー般二 女ガ男 ヨリモ長 イ.今 日ノ

日本人 ニオケル平均寿命ノ・ 女70歳 男65歳 ト云 ワレル.結 婚時 ノ男女 ノ年令ハ 種 々デアル ガ 大体 二 男

ガ女 ヨ リモ5歳 年長 デアル ト思 ッテヨイ。即 チ 夫婦 二於テ 男ハ女ヨ リ5歳 年長 デ 寿命ハ5年 短 イノデァ

ルカラ 夫ハ妻 ヨリモ10年早 ク死 ヌル計算 ニナル.妻 ハ未亡人 トシテ10年 聞 生キ残ル ワケデアル。然シ 寿

命 ヲ全 ウシタ夫婦ハ 本来 一緒 二死ヌルペキモノカモ知 レヌ.又 従来カラノ家族制度 ガ変 ツテ 生活ガ夫

婦単位 トナレバ 夫婦ハ同時 二死 ヌルノガヨカ ロウ.ソ ウナ ラバ 妻ハ夫 ヨリモ5歳 年長 デア レパヨイワケデ

ァル.色 々ノ問題 モァロウガ 妻年長論 ニハ コノヨウニ理屈ガァル ト思 ウ.次 二妻年長夫婦二於 ケル身体的

条件 ガ問題 ニナル.卒 直 二云 ツテ 妻 ガ5歳 年長デモ 特 二差 シヅカエハ ナイ ノデハナ カロウ九 気 ノ持チ

方 ニヨル ノデハナカ ロウカ.昔 ノ大名 ノ側女ハ20歳 ヲ越 ス ト 年増 トナ リ 所謂オ褥辞退 ト称 シテ 第一線

ヲ退 イタガ コレハ 慣例 トカ 気 ノ持 チ方 ニヨルモ ノデアツテ 本当ハ ソンナ事 ガ アル筈ハ ナイ.今

デモ 経閉期 二達 スル ト 女デハナ クナル ト考 エテイル者ガ多イガ 私ハ ヨクハ知 ラヌガ ソンナモノデモ

ナカロウ ト思 ウ トニ角 身体的ニモ 妻年長論 ノ妥当性 ハ存スル ト考エ ラレル.然 ラバ 昔 カラ 夫年長結

婚ガ普通デアルノハ 何故デアロウカ.コ レニモ 種 々ノ原因ガ アロウ.然 シ ソノ中 ノ大 キナ原因 トシテ 私

ハ男性 ノワガママ 勝手 女性 ヲ人間 ト認 メナイ横暴 ガアル ト思 ウ.即 チ 男ハ自分 ヨ リモ年若 イ女 ヲ望 ム.

ソシテ男ハ老令二達スル ト 妻 ノ介抱 ヲ受ケナガ ラ 妻 ヨ リ先 二死 ヌル.コ レハ男 ニ トツテ マ コ トニ都合 ノ

ヨイ事デァル.妻 ハ老婆 トナ ツテ 孤独 二生 キ永 ラエルガ コレハアマ リ幸福 デモナカ ロウ.コ ノヨウナ 男

性 ノ封建的ナ身勝手 ガ イツ トナ ク 世 ノ中ノ慣習 トナツタ ノデハナカ戸ウカ.ソ ノ他二 社会的 経済的

政治 的 身体的等 ノ種 々ノ原因ガアル事ハ確 カデアルガ 上 二述ベタヨウナ 寿命 身体的条件 封建性 カラ

見 タ トコロノ 妻年長結婚説 ニモ 充分二理屈ガアル ノデハナカ ロウカ(昭 和37年4月)

購 読 嬰 項

1.発 行は毎月(年12回)と す る.年 間購読者を以て会員 とす る。

2.会 員は年間予約購読 料金1,200円 を前納す る.1冊 料金120円.払 込みは振替 口座番号

京都4772番,泌 尿器科紀要編集部,或 は第一銀行百万遍支店宛.

3.入 会申込みは氏名(フ リガナ),住 所(雑 誌郵送先),勤 務先,職 地位,自 宅開業の別,

送金方法等を御記入の上編集部宛.

投 稿 内 規

掲載料は4頁 迄毎頁600円,そ れ 以上の頁,ア ー ト頁,図 表,写 真は実費を 申受ける.別

冊20部 を無料贈呈,そ れ以上は実費を徴収する.こ の場合には予 め希望部数 を申込む こと.特 別

掲載 も考慮する.

7.校 正は初校 のみ著者校正 とし,再 校以降は編集部が行 う.

8.原 稿送 り先は京都市左京区聖護院 京都大学病 院 泌尿器科紀要編集 部.

1.原 稿 の種 類 は綜 説,原 著,臨 床 報 告,そ の 他,寄 稿者 は 年 間購 読 者 に 限 る.

2.原 稿 の長 さは制 限 しな い が 簡潔 にす る.

3.原 稿 は横 書 き,当 用漢 字,平 仮 名,新 仮 名使 い を 用い,片 仮 名 には括 孤 を要 しな い.400

字 詰原 稿 用紙 を 用 い る こ と.附 表,附 図 はな るぺ く欧 文 にす る こ と.

4.文 献 の書 式 は次 の如 くす る,著 者 名:誌 名,巻 数=頁 数,年 次.

例 。中 野=泌 尿 紀要,1:110,昭30,Lazarus,J.A.=J.Uro1.,45:527,194L

5.300語 以 内 の欧 文 抄録 を記 し,之 には 欧 文 の標 題,所 属 機 関 名,ロ ー マ字 著 者 名 を附 け,

な るべ くタイプ ライ タ ーを用 い る こ と.希 望 の場 合 は 当 編集 部 に て醗 訳 し ます 抄 録 用 の原 稿 を

送 る こ と.醗 訳 の実 費 は 申受 く.
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